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産
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部
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購
読
の
申
し
込
み

新
聞
記
事
の
複
製
許
諾
は

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
へ
ご
相
談
を

　

新
聞
記
事
は
著
作
権
法
で

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。著
作

権
者
の
許
諾
を
得
て
い
な
い

コ
ピ
ー
、パ
ソ
コ
ン
へ
の

デ
ー
タ
取
り
込
み
な
ど
は
違

法
と
な
り
ま
す
。業
務
上
、コ

ピ
ー
や
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
が
必
要
な
場
合
は
、大
阪

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
☎
０
６

（
７
７
３
３
）７
０
５
０
に
ご

相
談
下
さ
い
。　
　
　
　
　

1
面
か
ら
続
く

宮脇鋼管

｢人
本
経
営
｣に
転
換
へ

ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー

幸
福
増
大
狙
う

宮脇社長

クリーンエネ研究室設立
日立造船・産総研日立造船・産総研

技術融合しSDGs達成へ

ワシントンに
販売拠点新設
東洋炭素、米2拠点目

宝
武
鋼
鉄

世
界
鉄
鋼
首
位
に

厚中板出荷量
14.5万㌧に減
1月、切断12.2万㌧

厚
板
シ
ヤ
工
組
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―
―
ア
ル
ミ
の
収
益
改

善
の
シ
ナ
リ
オ
は
。

「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

軽
量
化
策
は
、
鋼
材
の
使

い
切
り
な
ど
も
あ
っ
て
ア

ル
ミ
化
が
少
し
遅
れ
て
い

る
が
、
方
向
性
自
体
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
品
質
事

案
が
受
注
や
品
質
認
証
に

影
響
を
与
え
、
歩
留
り
低

下
な
ど
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を

誘
発
し
、
ロ
ー
ル
マ
ー
ジ

ン
改
善
も
遅
れ
て
い
る
。

中
国
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
、

米
国
の
ア
ル
ミ
鍛
造
品
や

押
出
材
、
真
岡
の
ア
ル
ミ

パ
ネ
ル
設
備
な
ど
の
戦
略

投
資
は
実
行
済
み
。
米
国

の
ア
ル
ミ
製
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
用
鍛
造
ラ
イ
ン
で
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
な
ど

収
益
化
は
遅
れ
て
い
る
。

世
界
的
に
自
動
車
生
産
が

停
滞
し
て
お
り
、
時
間
軸

を
見
直
す
必
要
は
あ
る

が
、
も
の
づ
く
り
力
を
再

強
化
す
る
た
め
の
課
題
は

見
え
て
い
る
」

―
―
「
中
計
ロ
ー
リ
ン

グ
」
の
も
う
一
つ
の
重
点

テ
ー
マ
が
「
経
営
資
源
の

効
率
化
」。

「
事
業
の
評
価
方
法
に

つ
い
て
、
資
本
コ
ス
ト
を

よ
り
意
識
し
た
事
業
管
理

指
標
と
し
て
投
下
資
本
収

益
率（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）を
導
入

し
た
。
事
業
部
門
ご
と
の

収
益
性
を
管
理
・
評
価
し
、

連
結
ベ
ー
ス
の
目
標
Ｒ
Ｏ

Ａ
5
％
を
実
現
す
る
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
組
み
立
て

て
い
く
。
同
時
に
資
金
・

資
産
の
効
率
化
も
進
め
て

い
く
。
成
長
戦
略
投
資
が

先
行
す
る
中
、
Ｄ
Ｅ
レ
シ

オ
1
倍
以
下
の
財
務
規
律

を
堅
持
す
る
た
め
、
5
0

0
億
円
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

資
金
の
効
率
化
を
進
め
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
再

編
を
含
む
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
も
テ
ー
マ
。
90
年
代
か

ら
事
業
の
選
択
と
集
中
を

継
続
し
、
素
材
、
機
械
、

電
力
の
事
業
領
域
で
の
持

続
的
成
長
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

経
営
環
境
は
刻
々
と
変
化

し
て
い
る
。
2
0
0
社
を

超
え
る
子
会
社
に
つ
い
て

も
全
体
最
適
の
視
点
で
見

直
し
を
進
め
て
い
る
」

―
―
「
中
計
ロ
ー
リ
ン

グ
」
で
は
、
次
期
中
計
に

向
け
た
継
続
的
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
が
「
自
動
車
軽
量

化
戦
略
の
着
実
な
遂
行
」。

鉄
鋼
と
ア
ル
ミ
・
銅
の
大

規
模
な
組
織
改
編
を
実
施

す
る
。

「
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
、
溶

接
材
料
、
異
材
接
合
技
術

を
持
つ
世
界
唯
一
の
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
提
案
を
推
し
進
め

て
い
く
。
4
月
1
日
付
で

組
織
を
素
材
の
『
鉄
鋼
ア

ル
ミ
事
業
部
門
』
と
部
品

の
『
素
形
材
事
業
部
門
』

に
再
編
し
、
需
要
分
野
別

戦
略
を
強
化
す
る
」

―
―
『
鉄
鋼
ア
ル
ミ
事

業
部
門
』
は
薄
板
、
ア
ル

ミ
板
、
線
材
条
鋼
、
厚
板

で
構
成
す
る
。

「
大
規
模
な
設
備
で
大

量
生
産
す
る
鋼
材
と
ア
ル

ミ
パ
ネ
ル
は
、
圧
延
や
熱

処
理
な
ど
の
要
素
技
術
、

品
質
管
理
が
共
通
し
て
お

り
、
横
串
を
通
し
て
も
の

づ
く
り
力
を
再
強
化
で
き

る
。
超
ハ
イ
テ
ン
鋼
板
、

特
殊
鋼
線
条
、
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
は
自
動
車
を
は
じ
め

需
要
先
が
共
通
し
て
お

り
、
総
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
で
き
る
」

―
―
『
素
形
材
事
業
部

門
』
は
。

「
鋳
鍛
鋼
、
ア
ル
ミ
鋳

鍛
、
チ
タ
ン
、
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
、
ア
ル
ミ
押
出
、

銅
板
、鉄
粉
で
構
成
す
る
。

鋳
造
・
鍛
造
に
関
わ
る
金

型
、
熱
処
理
な
ど
の
要
素

技
術
は
共
通
し
て
い
る
。

船
舶
用
の
大
型
ク
ラ
ン
ク

シ
ャ
フ
ト
、
自
動
車
用
の

鍛
造
ア
ル
ミ
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
や
航
空
機
用
の
鋳
造

品
な
ど
は
部
品
と
し
て
の

品
質
管
理
で
あ
り
、
受
発

注
ス
タ
イ
ル
も
似
通
っ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

の
シ
ナ
ジ
ー
を
期
待
で
き

る
」

―
―
最
後
に
2
0
3
0

年
、
つ
ま
り
10
年
後
の
神

戸
製
鋼
所
グ
ル
ー
プ
像
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

「
現
状
維
持
、
今
の
ま

ま
で
は
存
続
で
き
な
い
。

技
術
力
は
中
国
が
猛
追
し

て
お
り
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し

て
自
ら
変
化
に
対
応
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
素
材
、
機
械
、
電
力

を
3
本
柱
と
す
る
が
、
素

材
に
頼
っ
て
は
い
け
な

い
。
機
械
系
は
世
界
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
の
商
品
や
技
術

を
数
多
く
保
有
し
て
お

り
、
ク
イ
ン
タ
ス
の
買
収

効
果
も
期
待
で
き
、
伸
び

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
事

業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し

て
は
、
機
械
系
を
大
き
な

塊
に
育
て
、
中
軸
に
据
え

る
可
能
性
も
あ
る
。
素
材

系
は
鉄
鋼
ア
ル
ミ
事
業
部

門
の
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、

ニ
ア
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ
プ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
素

形
材
事
業
部
門
の
部
品
に

よ
り
近
い
エ
リ
ア
の
付
加

価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と

で
神
戸
製
鋼
グ
ル
ー
プ
の

特
長
を
強
化
で
き
る
。
自

動
車
の
ア
ル
ミ
製
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
部
品
は
需
要
が

伸
び
て
お
り
、
船
舶
用
の

大
型
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

も
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

握
っ
て
い
る
」

―
―
鉄
鋼
事
業
を
核
と

す
る
神
戸
製
鋼
所
か
ら
姿

形
を
変
え
て
い
く
の
か
。

「
例
え
ば
10
年
後
を
見

据
え
た
時
に
は
、
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
で
は
あ
る
が
、
総

合
素
材
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
機
械
メ
ー
カ
ー
で
も

あ
っ
て
、
電
力
事
業
も
行

う
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

構
成
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い

る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
目

指
す
方
向
性
と
も
い
え

る
」

（
谷
藤

真
澄
）

鋼
管
の
加
工
、
販
売
を

行
う
宮
脇
鋼
管
（
本
社
＝

大
阪
市
西
成
区
、
宮
脇
健

社
長
）
は
2
0
2
0
年
4

月
よ
り
、
人
を
本
位
に
考

え
る
「
人
本
経
営
」
に
転

換
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
。企
業
経
営
に
近
い
順
、

社
員
（
含
む
家
族
）、取
引

先（
含
む
家
族
）、お
客
様
、

地
域
社
会
、
株
主
と
い
う

優
先
順
位
で
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
幸
福
増
大
を

目
的
と
し
、
そ
の
実
現
に

よ
り
支
持
を
得
て
、
好
業

績
と
い
う
結
果
を
持
続
的

に
つ
く
り
だ
し
て
い
く
の

が
狙
い
。

今
後
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
減
少
で
国
内

市
場
が
縮
小
し
て
い
き
、

大
幅
な
扱
い
量
の
増
加
が

見
込
め
な
い
。
宮
脇
社
長

は
「
今
ま
で
は
結
果
重
視

だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
量

よ
り
質
に
こ
だ
わ
り
、
お

客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い

く
。
何
よ
り
も
仕
事
に
や

り
が
い
を
も
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
」
と
意
気
込

み
を
語
る
。予
算
を
取
り
、

25
人
を
対
象
に
、
4
月
か

ら
月
1
回
、
10
カ
月
間
に

わ
た
る
研
修
も
実
施
す

る
。
併
せ
て
、
販
売
管
理

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
や
作

業
手
順
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
行
い
、
定
型
業
務
の
効

率
化
の
た
め
に
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
が
業
務
プ

ロ
セ
ス
を
自
動
化
す
る
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
R
o
b
o
t
i
c

P
r
o
c
e
s
s

A
u
t
o
m
a
t
i
o
n

）の
導
入
も
進
め
て
い
く
。

同
社
は
三
次
元
加
工
な

ど
、
難
易
度
の
高
い
作
業

を
得
意
と
し
て
い
る
。
18

年
10
月
に
約
10
億
円
を
投

じ
、
本
社
事
務
所

の
土
地
を
購
入
し

た
。
省
人
化
や
Ａ

Ｉ
化
に
対
応
す
る

よ
う
、
設
備
更
新

も
進
め
て
い
る
。

20
年
3
月
期
は
売

上
高
約
1
1
0
億

円
、
経
常
利
益
は

人
件
費
や
輸
送
費

の
高
騰
で
減
益
を

見
込
ん
で
い
る
。

日
立
造
船
と
産
業
技
術

総
合
研
究
所
は
3
月
1

日
、
産
総
研
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
領
域
内
に
「
日
立

造
船
－
産
総
研
循
環
型
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出

連
携
研
究
室
」
を
設
立
し

た
。
日
立
造
船
の
も
の
づ

く
り
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
技
術
と
産
総
研
の
保
有

す
る
設
備
、
評
価
・
解
析

技
術
の
融
合
に
よ
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
達
成
に
向
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
の
が
目
的
。

連
携
研
究
室
で
は
、
日

立
造
船
の
コ
ア
技
術
と
産

総
研
の
保
有
す
る
技
術
と

を
組
み
合
わ
せ
、
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
研
究
開
発
を
行
う
。
日

立
造
船
と
産
総
研
は
本
協

業
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な

ど
の
世
界
的
な
時
代
の
潮

流
に
マ
ッ
チ
し
た
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
を

通
じ
て
幅
広
く
社
会
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
・
製
品

づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
。背

景
に
は
、
地
球
規
模

で
の
環
境
・
経
済
の
急
速

な
変
化
・
転
換
に
よ
り
、

必
要
と
さ
れ
る
技
術
・
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
ま
す
ま

す
多
様
化
し
て
お
り
、
企

業
が
顧
客
満
足
度
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
・
製
品
を
提
供

し
続
け
る
た
め
に
は
、
顧

客
も
十
分
に
認
識
で
き
て

い
な
い
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、よ
り
迅
速
に
、

よ
り
優
れ
た
差
別
化
技
術

を
構
築
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。

東
洋
炭
素
は
、
米
国
ワ

シ
ン
ト
ン
D.

C.

に
販
売

拠
点
を
新
た
に
設
立
し
、

1
月
14
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
た
。
米
国
の
製
造
販

売
拠
点
で
あ
る
T
O
Y
O

T
A
N
S
O

U
S
A
の

新
設
事
務
所
と
し
て
の
位

置
づ
け
で
、
2
拠
点
体
制

で
販
売
の
強
化
を
図
る
。

主
に
米
国
東
部
に
お
け
る

販
売
促
進
や
販
売
支
援
活

動
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
を
行
う
も
の
で
、

同
社
の
海
外
事
業
拠
点
と

し
て
は
16
拠
点
目
と
な

る
。

【
上
海
支
局
】
中
国
鉄

鋼
最
大
手
の
宝
武
鋼
鉄
集

団
は
4
日
、
2
0
1
9
年

の
業
績
を
公
表
し
た
。
粗

鋼
生
産
量
は
9
5
2
2
万

㌧
と
前
年
比
41
・
2
％
増

加
。
売
上
高
は
5
5
6
6

億
元
（
約
8
兆
5
7
2
0

0
億
円
）、純
利
益
3
4
5

億
2
0
0
0
万
元
と
2
・

0
％
増
え
、
過
去
最
高
水

準
を
維
持
し
た
。
世
界
首

位
の
欧
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・

ミ
ッ
タ
ル
の
粗
鋼
、
業
績

を
上
回
り
、
実
質
世
界
鉄

鋼
ト
ッ
プ
の
座
に
就
い

た
。
国
営
新
華
社
が
こ
の

ほ
ど
報
じ
た
。

宝
武
集
団
は
19
年
に
馬

鋼
集
団
を
統
合
し
、
年
末

に
重
慶
鋼
鉄
を
実
質
管
理

下
に
置
い
た
。
さ
ら
に
広

東
省
の
湛
江
製
鉄
所
で
第

3
高
炉
を
建
設
中
。
福
建

省
子
会
社
の
徳
盛
不
銹
鋼

を
年
産
能
力
6
0
0
万
㌧

に
増
強
し
、
江
蘇
省
の
塩

城
市
で
同
2
0
0
0
万
㌧

の
製
鉄
所
建
設
を
進
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
電
炉
工

場
の
建
設
を
計
画
し
て
い

る
。海

外
で
は
広
域
経
済
圏

構
想
「
一
帯
一
路
」
沿
線

国
で
の
製
鉄
所
建
設
を
検

討
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ニ

ッ
ケ
ル
銑
鉄
の
工
場
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
欧
米

で
鉄
鋼
企
業
の
買
収
先
を

探
る
。「
知
能
製
造
と
知
能

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
製

造
、
貿
易
、
物
流
、
原
燃

料
、
金
融
、
デ
ジ
タ
ル
、

技
術
、
工
業
団
地
開
発
の

核
心
業
務
を
連
携
さ
せ
た

鉄
鋼
生
態
圏
を
建
設
す

る
」（
陳
徳
栄
・
宝
武
集
団

董
事
長
）
と
規
模
と
質
の

向
上
を
追
求
す
る
。

全
国
厚
板
シ
ヤ
リ
ン
グ

工
業
組
合
が
こ
の
ほ
ど
発

表
し
た
2
0
2
0
年
1
月

の
鋼
板
流
通
調
査
に
よ
る

と
、
厚
中
板
切
断
量
は
前

月
比
1
2
0
3
㌧
、
1
％

減
の
12
万
1
9
8
5
㌧
、

出
荷
量
は
同
2
7
6
0

㌧
、
1
・
9
％
減
の
14
万

4
8
6
1
㌧
と
な
っ
た
。

切
断
量
、
出
荷
量
と
も
4

カ
月
続
い
て
減
少
。
切
断

量
は
当
月
も
13
万
㌧
を
下

回
り
、
12
万
㌧
際
ま
で
下

落
、
出
荷
量
も
15
万
㌧
を

割
っ
た
。
月
末
在
庫
は
同

1
万
97
㌧
、
2
・
3
％
減

の
42
万
3
8
2
4
㌧
と
5

カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。
在
庫
率
は
同
1

・
3
㌽
減
の
2
9
2
・
6

％
で
3
カ
月
ぶ
り
に
ダ
ウ

ン
し
た
。
在
庫
率
は
昨
年

11
月
か
ら
、
14
カ
月
続
い

て
2
0
0
％
台
で
推
移

し
、
依
然
と
し
て
2
9
0

％
を
超
え
て
い
る
。

厚
板
需
要
は
総
じ
て
伸

び
悩
む
。
製
造
業
分
野
は

米
中
貿
易
摩
擦
を
背
景
と

し
て
設
備
投
資
へ
の
意
欲

低
下
に
加
え
、
台
風
被
害

の
影
響
も
あ
っ
て
建
・
産

機
な
ど
が
減
少
し
た
。
建

設
分
野
も
端
境
期
の
ま
ま

で
、
建
築
は
盛
り
上
が
り

を
欠
く
。
店
売
り
は
伸
展

せ
ず
、
需
要
基
調
は
弱
ま

る
。
台
風
な
ど
自
然
災
害

の
影
響
の
ほ
か
、
1
月
に

は
新
型
肺
炎
も
市
場
に
暗

い
影
を
落
と
す
。切
断
量
、

出
荷
量
と
も
に
当
月
も
減

少
。
受
注
抑
制
で
受
入
量

も
前
月
よ
り
同
4
3
4
5

㌧
下
げ
た
こ
と
で
、
在
庫

量
は
圧
縮
さ
れ
、
在
庫
率

の
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
っ

た
。在

庫
率
は
東
京
が
2
カ

月
連
続
で
ダ
ウ
ン
し
た

が
、
東
海
、
大
阪
な
ど
は

上
昇
し
た
。全
9
地
区
中
、

東
北
な
ど
4
地
区
が
マ
イ

ナ
ス
で
、
全
国
の
在
庫
率

を
押
し
下
げ
た
。
主
要
3

地
区
の
在
庫
率
は
、
東
京

地
区
が
同
7
・
7
㌽
減
の

2
5
4
・
2
％
、
東
海
は

13
・
5
㌽
増
の
3
0
1
・

9
％
。
大
阪
地
区
は
30
・

4
㌽
増
の
2
7
6
・
8
％

と
増
加
し
た
。

全
国
の
受
入
は
前
月
比

4
3
4
5
㌧
、
3
・
1
％

減
の
13
万
4
7
6
4
㌧

で
、
3
カ
月
連
続
で
減
少

し
た
。
出
荷
量
は
成
品
切

板
出
荷
が
同
92
㌧
、
0
・

1
％
増
の
10
万
9
6
3
4

㌧
、
未
切
断
鋼
板
出
荷
は

2
8
5
2
㌧
、
7
・
5
％

減
の
3
万
5
2
2
7
。
賃

加
工
は
1
2
9
5
㌧
、
9

・
5
％
減
の
1
万
2
3
5

1
㌧
と
2
カ
月
ぶ
り
に
前

月
実
績
を
下
回
っ
た
。

2-1.鉄鋼需要動向（普通鋼/製造業③造船,④自動車）
③造船
19年度 :
・世界的な船腹過剰感が解消されない中、船価も18暦年から横ばいで推
移しており、回復感に乏しい状況。20年1月に実施されるSOx規制に
伴う新造船需要効果は見られなかった。

・受注環境（輸出船契約量）は、依然、厳しい状況が続き、手持ち工事
量も減少基調に歯止めがかかっていない。

・この結果、受注の減少から、起工量、鋼材消費は減少する見込み。
20年度 :
・船腹過剰感が解消されていない中、中国・韓国との受注競争は厳しさ
を増し、受注は停滞を見込む。老齢船の解撤から、新規需要は期待さ
れるものの、起工量はほぼ前年度並みと見込まれ、鋼材消費は横這い
となる見通し。

④自動車
19年度 :
・国内販売は、完成検査問題や景気減速感による影響があるほか、下期
には消費税増税に伴う需要減が発生しており、減少となる見込み。
・完成車輸出は、世界的な自動車市場の停滞感があるものの、北米・中
国市場を中心とした日本車の好調等から横這いとなる見込み。
・この結果、完成車生産は微減、鋼材消費は減少となる見込み。

20年度 :
・国内販売は、消費税増税の影響や19年度上期まで高水準の実績が続い
ていたことなどから前年度との比較では減少となる見通し。
・完成車輸出は、低迷が続くアジア市場の持ち直しや、日本車販売の好
調持続が見込まれることなどから、横這いとなる見通し。
・この結果、完成車生産は前年度を下回り、鋼材消費は減少の見通し。

新型コロナウイルスの感染拡大防止策

期間

1/21 中国出張の延期
1/24 中国出張の禁止
2/14 中国本土からの帰国者に対し健康経過観察指示
2/21 海外出張の抑制

2/25 感染対策の徹底
・会社・事業所主催の飲食を主体とした懇親会の禁止
・外部主催で不特定多数が参加する飲食を主体とする懇親会への参加禁止
・外部主催で不特定多数が参加する飲食を伴わないイベント(セミナ―・
展示会)への出席の制限
・取引先、及び採用対象者以外（一般の工場見学等）の事業所への立ち入
りを制限
・公共交通機関での通勤者は積極的にフレックス勤務を活用し、時差出勤
を推奨
・国内出張の制限。（不要不急の出張禁止）
・発熱等の風邪症状がみられる場合は休暇取得を徹底
・新型コロナウイルス罹患者と濃厚接触が疑われる場合は、最終接触日か
ら14日間を自宅待機とし、会社へ報告

2/26 知多工場の運動施設（グランド、体育館など）の外部貸出禁止

2/28 星崎工場の運動施設（グランド、体育館など）の外部貸出禁止
感染対策の徹底
〈個人対策〉
・出勤前の検温の徹底
・発熱、及び体調不良時は休暇取得の徹底。就労復帰は症状が消失してか
ら48時間以降とする37．5℃以上の発熱や風邪の症状が4日間以上続く場合
は「帰国者・接触者相談センター」に相談する
・新型コロナウイルスに感染した場合、症状の改善とＰＣＲ検査で2回陰
性となるまで休業とする
・出社時、外出先から帰社時、及び食事前に手洗いを20秒以上行う。アル
コールによる消毒よりも手洗いを優先する。
〈職場対策〉
・手指消毒液を設置し、手すり・ドアノブ等不特定多数の人がよく触れる
場所は担当者を決めこまめに消毒
・体調不良者が出た場合はマスクを着用させ、すみやかに帰宅させる
・従業員が新型コロナウイルスに感染した場合の濃厚接触者の適用範囲の
決定
〈家族対応〉
・全国の小中高の休校要請に対し、休校対象で特に小学生以下の子供をも
つ従業員に対しては、休暇取得やフレックス勤務等の環境整備について、
各職場内で対応を検討

3/3 海外出張全面禁止
社内に感染者が出た場合の対応および体制について周知連絡
・発生時の連絡体制について
・発生時の対策本部設置について
・発生時の情報公開について
・発生時の濃厚接触者の範囲および判断について
・感染者周辺の消毒の実施について

3/4 発生時のＢＣＰ対応についての通達
・社内感染者発生時の各部署業務フォロー体制を事前確立するよう要請
・在宅勤務の拡大

定めず

・多人数での会議・研修は避け、中止・延期・TV会議での開催

・会合・イベント・会食等は原則自粛

・不急の出張は見合わせ

当面の間

・会議は原則、テレビ会議で実施
・会議やイベントは少人数に縮小し行う
・会食は控える
・不急不要の出張は控える

2月27日より
当面の間

・社内会議は極力テレビ会議システムを活用
・会食、会合への参加は自粛
・中国への出張は当面禁止（外務省の「海外危険情報」に基づき判断）
・各国内（日本、ベトナム、米国）においても不要不急の外出や出張は見
合わせ
・当面の間、工場見学の受入れを見合わせ

今後検討予定

・不要不急の会議、研修は控える
・不要不急の出張は控える、TV会議の積極活用
・各オフィスにアルコール消毒液設置
・来訪者に対するアルコール消毒、石鹸による手洗い実施の申し入れ
・発熱した場合は休むよう通知（休む場合は有給の特別休暇扱い）

2月26日から
当面の間

・社内会議など各種打合せは、TV会議の積極的な活用
・社外との会議など各種打ち合わせは、感染予防のため、事前に実施方法
（ＴＶ会議、対面での打ち合せ）や実施時期（中止・延期を含め）等を先
方と相談・確認した上で実施
・国内外の出張は、不要不急の内容であるか確認し、上長と相談した上で
実施（海外は政府通達に添って対応）
・工場見学の受入れは当面停止
・当社主催の行事および懇親会については、社内外を問わず可能な限り控
える。（人事異動等に伴う歓送迎会等も可能な限り控える）
・上記以外の社外との懇親会等の会合についても、緊急性・必要性を踏ま
えて各部門において慎重に判断
・政府の小中高校の新型コロナウィルス拡大防止に向けた休暇要請への対
応について。育児との両立が困難となる場合は、上長とも相談のうえ休務
を認め、その場合の取扱いを特別休暇とする

2月26日～3月15日
まで
（延長もあり得る）

・会議は人数を絞り、マスク着用を励行
・当社主催の会食は中止、先方主催の会食は相手の意向を伺って、中止も
しくは延期をお願いする
・海外への出張は地域を問わず禁止、出張は不要不急の出張は自粛

対象と勤務体制

1/29 全社員に対し以下の注意喚
起と指示
・通勤・外出時のマスク着用、帰
着時の手洗い徹底
・健康管理に努め、免疫力を高め
る
・室内は適度な湿度（50～60％）
を保つ
・体調不良時の受診
・中国本土からの来客予定は再調
整

全社員650人
全部門…体調管理と予防策の徹底
営業・本社部門…時差出勤推奨

全社員 約1000人
東京本社では時差出勤
リフレッシュ休暇取得期限の延長
小中学校等の休校措置に際し、特
別積立休暇制度の行使条件拡大

全従業員
会社が指示した者についてはテレ
ワークを実施
休校に伴う子の世話のため休暇を
取得する場合は特別休暇を適用

今後検討予定

全社員約700人
時差勤務の推奨

全社員約550人
在宅勤務、テレワーク、時差出勤
の活用（一部）

企業名

大同特殊鋼

丸一鋼管

ＪＦＥ条鋼
豊平製造所

共英製鋼

大和工業

合同製鉄

中山製鋼所

前年

24
72
88
88
87
105

150
350

120

361
1650
251
770

前年
814.2
67.5
387.4
598
19.5
169.2
43.5
6.7
30

前月

12.5
68
81
88
82
101

150
360

120

292
1550
225
640

前月
778.5
62.6
338.3
581.8
19.1
179.3
40.7
7.2
22.1

前週

9.5
67
79
88
82
101

150
360

120

274
1550
227
670

（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（1月）
（2月）

（単位=万㌧）

3月
6日
9.5
67
79
88
82
101

150
360

120

262
1500
222
650

824.4
57.3
344.3
589.9
19.6
189.2
37
6

26.8

〈市況〉
（東京相場、トン当たり千円）
鉄スクラップ（H2問屋買値）
小棒（異形19㍉）
H形鋼（200×100）
厚板（16―25㍉）
冷延薄板（1.0㍉）
表面処理鋼板
(電気めっき冷延下地、1.0㍉)
黒ガス管（50A）
ステンレス冷延鋼板
（SUS304、2.0㍉）
構造用鋼（SC材、丸鋼）

亜鉛（山元建値）
ニッケル （溶解用、市中相場）
アルミ地金（市中相場）
銅（山元建値）

〈関連項目〉
粗鋼生産（速報）
小棒生産（速報）
普通鋼国内出荷
普通鋼国内在庫
H形鋼ときわ会在庫
鋼材輸出（普通鋼通関実績）
鋼材輸入（普通鋼通関実績）
新設住宅着工（万戸）
新車登録 （万台、含む輸入車）

鉄鋼関連指標鉄鋼関連指標

機
械
系
、中
軸
の
可
能
性
も

本 社

1100
・・
1155
面面
にに
もも

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
対対
策策


